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「情報が風になる社会を目指して」 
 
              総合情報処理センター長  藤原 正敏   
 
 インターネットの普及により、地域を越え、組織を超え、瞬時に種々の「情報」を
「共有する」仕掛けが身近なものとなってきた。これで、地球上の人類皆の相互理解
が進み、「人類みな兄弟」という社会の実現が夢で無くなってきた。無論、コミュニケ
ーションの手段である使用する言語の違いという大きな壁がありますが、機械翻訳の
研究の成果が少しずつこの壁を取り除きつつあります。 
 しかし、昨今の新聞紙上等でも話題になっているように、同じ言葉を扱う社会にお
いても、例えば、家庭における「家族の絆の崩壊」や学校における「授業が分からな
い」、相手の言動に「キレル」若者がいたりするなど「相互理解」は言語の問題ではな
いことは明らかです。 
 「情報」は音声、文字、記号、映像、匂い、などの形で伝わりますが、これらは、
受け取り側の頭脳が解釈して「再現」されます。この再現は，個々の人の今までの経
験、学習等に依存します。情報の「送り手の意図」と「受け手の解釈」が必ずしも一
致しません。学校の授業を例に取れば、教室における熱心な板書や声を張り上げての
所作振る舞いなど先生方の教育情報が必ずしも生徒には理解できないということがよ
くあります。Ａ君は「分かった」と言いＢさんは「分からない」と言いＣさんは「少
し分かった」と言う。ベテランの先生は、Ａ君、Ｂさん、Ｃさんの表情を読みとり、
今までの授業態度やテストの成績などを基に、何故そうなのかを把握します。この把
握が「ユーザモデル」の形成と言うことになります。情報の送り手は、受け手の理解
の様をモデル化して、情報を送るという配慮が必要となります。 
 インターネット上では、膨大な情報があり、個々の人が欲する情報は「探せば」ほ
とんどの場合見つかります。しかし、それは多くの場合、離散的に散在し、断片的で
あったりします。情報の整理というステップが必要となります。多くの場合、百科事
典的な「宣言的知識」です。不特定の人への情報発信であるため当然のことながら「ユ
ーザモデル」は考慮されておりません。インターネットを介しての相互理解への壁は
厚いものがあります。 
 また、人間が「人間らしい知的な情報活動」が出来る、本当に役立つ「情報」は、
受け手が過去の経験や学習を基にイメージをふくらませ、想像し、多様な解釈が可能
な情報だと言われています。「ラジオ」からの情報、活字メディアである書籍、日本舞
踊、お能、茶道、書道、などの所作振る舞い、俳句や短歌、・・・・、など数多くあり
ます。古代の遺跡や恐竜の化石などにも夢が膨らみます。 
 「情報が風になる社会をめざして」は、今年度の人工知能学会のパネル討論のテー
マの一つです。「そよ風」は心地よいですが、「無風」では息苦しいものです。「暴風」
は厄介者ですが、多くの人にその存在をアピールし、社会に多くの影響を与えます。
風により木々がゆれ、旗がはためき、雲が流れます。日頃は、そのありがたみが分か
らない程度に謙虚です。しかし、その存在は私達にとって貴重なものです。 
 「情報が風になる」ことの一つは、「情報」が時間や空間を越えて、「共有」される
社会が、地球上のどこに住んでいる人にもその恩恵が及ぶことです。また、「情報が空
気のような存在」として特別に意識することなく人類と共存することです。パソコン、
通信回線など特別なものを意識することなく「情報」のやりとりができることです。 
 現在の「風」は、時として、ウイルスをまき散らしたり、環境を悪化させる塵を運
んできたりもしています。「心地よい風」となるためには多くの人々の努力が必要です。 
 「情報が風になる」ためには、情報工学において、ソフト面、ハード面の多くの要素
技術が必要になります。それら、「夢」と「ロマン」を持って実現して行こうという活
動が研究者仲間で議論され、研究され、実践に移されております。 
 福井高専の皆さんも「情報が風になる」社会の実現に取り組んでみませんか。 
 
 
